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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 10,992 1.4 469 14.0 503 69.3 235 21.9

22年３月期第１四半期 10,840 △2.4 411 23.1 297 28.1 193 159.2

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 5 .46 ─

22年３月期第１四半期 4 .47 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 42,992 23,899 55.5 552 .87

22年３月期 43,675 24,339 55.6 562 .90

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 23,866百万円 22年３月期 24,303百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ─ 3 .00 ─ 4 .00 7 .00

23年３月期 ─

23年３月期(予想) 3 .50 ─ 3 .50 7 .00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 23,000 4.1 1,110 0.4 1,160 16.0 790 2.3 18 .30

通期 47,200 4.6 2,500 5.1 2,600 6.8 1,750 16.2 40 .53



 

 
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作 

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しておりません。 
  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ

ります。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 43,844,932株 22年３月期 43,844,932株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 677,552株 22年３月期 669,609株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 43,168,865株 22年３月期１Ｑ 43,234,667株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当社グループを取り巻く環境は、国内において、少子高齢化の進展、国家財政及び医療保険財政の深

刻化という状況の中、医療制度改革が継続され、「診療報酬改定の基本方針」に示された基本的な医療

政策の方向性が継承されており、医療施設をはじめ医療業界全般において経営の効率化が一層求められ

ております。 

 このような環境において、当社グループでは「医療の安全」「医療の効率化」「再生医療」の３つを

キーワードとして、製品の開発・生産・販売を進めております。なお、当社グループにおいては、販売

品目を４つのシステム群に分類しており、輸液輸血群及び一般用品群では、医療の安全に貢献する輸液

及び経腸栄養関連製品を、透析群では血液透析及び腹膜透析の両分野の製品を、循環器群では、膜型人

工肺、人工心肺用血液回路等の自社開発製品を中心に事業を展開し、収益の拡大に努めております。 

 以上の結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は、109億92百万円（前年同四半期比1.4％増）とな

りました。 

 利益につきましては、原価低減や販売費の効率的な運用に努めたため、営業利益は4億69百万円（前

年同四半期比14.0％増）となりました。また、為替差損の減少や持分法による投資利益の増加等により

経常利益は5億3百万円（前年同四半期比69.3％増）となり、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額

を特別損失に計上したものの、四半期純利益は2億35百万円（前年同四半期比21.9％増）となりまし

た。 

  

セグメントの業績は、セグメント間の内部取引を含めて次のとおりであります。 

マスク等の不織布製品や検診用手袋の販売が減少したものの、「プラネクタ」を備えた輸液セット

や延長チューブ等の販売が増加したほか、薬剤充填済み注射器「ヘパフィルド」の販売が堅調に推移

し、売上高は90億25百万円となりました。また、セグメント利益については、増収に加え、原価低減

や販売費の効率的な運用に努めた結果、1億29百万円となりました。  

成分献血用回路の販売が低調であったものの、イラン向けに血液分離装置の販売を行ったほか、北

米向けの誤穿刺防止機構付き翼状針やＡＶＦ針の販売が堅調に推移したため、売上高は24億25百万円

となりました。また、セグメント利益については、為替差益の計上等により1億65百万円となりまし

た。 

日本向け輸液セットの販売が減少したものの、中国国内においてＡＶＦ針や人工腎臓及び人工腎臓

用血液回路の販売が増加したため、売上高は6億26百万円となりました。また、セグメント利益につ

いては、増収に加え、原材料費の低下等により71百万円となりました。  

ＡＶＦ針の販売が低調であったものの、東欧向けに血液バッグの販売等を行ったため、売上高は7

億48百万円となりました。また、セグメント利益については86百万円となりました。 

北米において、ＡＶＦ針や誤穿刺防止機構付き翼状針、また輸液ポンプ等の販売が好調であったほ

か、韓国において、輸液セットの販売が堅調に推移したため、売上高は8億37百万円となりました。

また、セグメント利益については、北米における販管費の低減効果もあり87百万円となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

① 日本

② シンガポール

③ 中国

④ ドイツ

⑤ その他
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当第１四半期連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末に比べ6億83百万円減少の

429億92百万円となりました。資産、負債及び純資産の内容は次のとおりであります。 

流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ2億95百万円減少の263億61百万円となりました。この

主な要因は、借入金の返済に伴う現金及び預金の減少であります。 

 また、固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ3億87百万円減少の166億30百万円となりまし

た。この主な要因は、有形固定資産の減価償却によるものであります。 

流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ3億16百万円減少の155億94百万円となりました。この

主な要因は、短期借入金の返済による減少であります。 

 また、固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ72百万円増加の34億98百万円となりました。こ

の主な要因は、資産除去債務の増加であります。 

純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ4億39百万円減少の238億99百万円となりました。この主

な要因は、投資有価証券の時価評価差額及び為替換算調整勘定の変動であります。 

 なお、自己資本比率は55.5％となり、１株当たり純資産額は、前連結会計年度末に比べ10円03銭減

少の552円87銭となりました。 

  

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前年同

四半期末に比べ15億70百万円増加の40億99百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次のと

おりであります。 

営業活動により得られた資金は、前年同四半期と比べ3百万円減少の9億27百万円となりました。こ

の主な内容は、税金等調整前四半期純利益及び減価償却費によるものであります。 

投資活動により支出した資金は、前年同四半期と比べ10百万円増加の6億60百万円となりました。

この主な内容は、有形固定資産の取得によるものであります。 

財務活動により支出した資金は、前年同四半期と比べ2百万円増加の5億77百万円となりました。こ

の主な内容は、短期借入金の収支差額によるものであります。 

  

第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想数値は、平成22年５月11日公表時から変更しておりませ

ん。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

① 資産、負債、純資産の状況の分析

（資産）

（負債）

（純資産）

② キャッシュ・フローの状況の分析

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

（繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

該当事項はありません。 

  

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号

平成20年３月31日）を適用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ3百万円、税金等調整前四半期純利益は150百万円減

少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は198百万円でありま

す。 

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

① 簡便な会計処理

② 特有の会計処理

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

① 会計基準等の改正に伴う変更

② ①以外の変更
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,116 4,550

受取手形及び売掛金 13,141 13,003

有価証券 57 57

商品及び製品 4,417 4,373

仕掛品 1,690 1,638

原材料及び貯蔵品 2,439 2,442

その他 510 604

貸倒引当金 △12 △13

流動資産合計 26,361 26,657

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,166 4,299

その他（純額） 9,038 9,142

有形固定資産合計 13,205 13,442

無形固定資産 647 673

投資その他の資産   

投資その他の資産 2,784 2,910

貸倒引当金 △6 △7

投資その他の資産合計 2,777 2,903

固定資産合計 16,630 17,018

資産合計 42,992 43,675
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,890 6,935

短期借入金 3,292 3,583

1年内返済予定の長期借入金 1,450 1,498

未払法人税等 243 345

製品保証引当金 9 8

賞与引当金 432 774

その他 3,275 2,764

流動負債合計 15,594 15,910

固定負債   

長期借入金 2,285 2,409

退職給付引当金 192 210

役員退職慰労引当金 18 19

資産除去債務 183 －

その他 818 786

固定負債合計 3,498 3,426

負債合計 19,092 19,336

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,522 6,522

資本剰余金 9,473 9,473

利益剰余金 10,253 10,190

自己株式 △267 △264

株主資本合計 25,982 25,923

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △89 37

為替換算調整勘定 △2,027 △1,657

評価・換算差額等合計 △2,116 △1,619

少数株主持分 33 35

純資産合計 23,899 24,339

負債純資産合計 42,992 43,675
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 10,840 10,992

売上原価 7,578 7,703

売上総利益 3,261 3,289

販売費及び一般管理費 2,849 2,819

営業利益 411 469

営業外収益   

受取利息 2 2

受取配当金 10 11

持分法による投資利益 25 46

その他 36 33

営業外収益合計 75 93

営業外費用   

支払利息 30 25

為替差損 142 8

支払手数料 － 17

その他 15 8

営業外費用合計 189 60

経常利益 297 503

特別利益   

固定資産売却益 4 0

投資有価証券売却益 － 4

貸倒引当金戻入額 1 0

特別利益合計 5 5

特別損失   

固定資産売却損 － 0

固定資産廃棄損 17 21

投資有価証券売却損 － 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 146

特別損失合計 17 168

税金等調整前四半期純利益 285 339

法人税、住民税及び事業税 82 105

法人税等還付税額 － △43

法人税等調整額 6 39

法人税等合計 89 101

少数株主損益調整前四半期純利益 － 238

少数株主利益 3 2

四半期純利益 193 235
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 285 339

減価償却費 544 613

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 △0

退職給付引当金の増減額（△は減少） 0 4

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △134 －

受取利息及び受取配当金 △12 △14

支払利息 30 25

手形売却損 0 －

為替差損益（△は益） 14 12

持分法による投資損益（△は益） △25 △46

固定資産売却損益（△は益） △4 0

固定資産廃棄損 17 21

投資有価証券売却損益（△は益） － △4

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 146

売上債権の増減額（△は増加） 302 △268

たな卸資産の増減額（△は増加） 179 △204

仕入債務の増減額（△は減少） △647 △5

未払消費税等の増減額（△は減少） 47 △31

その他の流動資産の増減額（△は増加） 90 84

その他の流動負債の増減額（△は減少） 265 390

その他 155 36

小計 1,106 1,100

利息及び配当金の受取額 12 13

利息の支払額 △24 △19

法人税等の支払額 △162 △209

法人税等の還付額 － 43

営業活動によるキャッシュ・フロー 930 927
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △0 △0

定期預金の払戻による収入 0 0

有形固定資産の取得による支出 △601 △608

有形固定資産の売却による収入 6 0

無形固定資産の取得による支出 △45 △51

投資有価証券の取得による支出 △11 △0

投資有価証券の売却による収入 － 6

その他 2 △6

投資活動によるキャッシュ・フロー △650 △660

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 3,550 3,500

短期借入金の返済による支出 △3,826 △3,774

長期借入金の返済による支出 △171 △154

自己株式の売却による収入 0 －

自己株式の取得による支出 △1 △3

配当金の支払額 △125 △145

財務活動によるキャッシュ・フロー △574 △577

現金及び現金同等物に係る換算差額 73 △124

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △220 △435

現金及び現金同等物の期首残高 2,750 4,534

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,529 4,099
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 該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 
  

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

 当社グループは、主に医療機器・医薬品を生産・販売しており、国内においては当社が、海外において

は、シンガポール、中国、ドイツ等の各地域をジェイ・エム・エス・シンガポールＰＴＥ.ＬＴＤ．（シ

ンガポール）、大連ジェイ・エム・エス医療器具有限公司（中国）、バイオニック・メディツィンテクニ

ックＧｍｂＨ（ドイツ）及びその他の現地法人が、それぞれを担当しております。現地法人はそれぞれ独

立した経営単位であり、取り扱う製品について各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しており

ます。 

 したがって、当社は、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日

本」、「シンガポール」、「中国」及び「ドイツ」の４つを報告セグメントとしております。 
  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

 
(注)  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内子会社及び韓国、アメリカ、

インドネシアの現地法人の事業活動を含んでおります。 

  

３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項) 

 
  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

報告セグメント
その他 
(注) 
  

(百万円)

合計
  
 

(百万円)

日本 
  

(百万円）

シンガ
ポール 
(百万円)

中国
  

(百万円)

ドイツ
  

(百万円)

計
  

(百万円)

売上高

  外部顧客への売上高 7,946 1,262 197 748 10,155 837 10,992

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

1,079 1,162 428 0 2,670 ─ 2,670

計 9,025 2,425 626 748 12,825 837 13,663

セグメント利益 129 165 71 86 453 87 540

利益 金額（百万円）

報告セグメント計 453

「その他」の区分の利益 87

セグメント間取引消去 △105

持分法投資利益 46

その他の調整額 21

四半期連結損益計算書の経常利益 503

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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